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第３回第３回 芦田川の今後を考える学識懇談会芦田川の今後を考える学識懇談会

平成平成平成111888年年年111222月月月191919日日日
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議 事

１．委員の変更

２．整備計画の策定の流れ

３．河川整備計画の概要

４．今後について
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資料－２



3●●芦田川河川整備計画芦田川河川整備計画のの策定の流れ策定の流れ

原案

意 見

河川整備計画の決定

意 見

現状と課題

意 見

芦田川の今後を考える
学識懇談会
（H17.1設立）
(H17.4 第2回)

芦田川の今後を考える住民説明会
（H17.2福山市、府中市にて開催）

アンケート、ホームページによる
意見聴取

地方公共団体の長

概要

芦田川の今後を考える
学識懇談会

(H18.12 第3回)

芦田川の今後を考える住民説明会
（H19.1福山市、府中市にて開催）

アンケート、ホームページによる
意見聴取

芦田川の今後を考える
学識懇談会
(予定)

H16.6 芦田川水系河川整備基本方針策定

芦田川水系河川整備計画の策定

素案

パブリックコメント、資料閲覧による
意見聴取
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●●これまでに頂いたご意見これまでに頂いたご意見

利水

利水利水は、他地域とは、他地域と比べて比べて遜色のない程遜色のない程
度まで高めて欲しい度まで高めて欲しい。。

目標流量

治水は、他地域と比べて遜色のない程
度まで高めて欲しい

目標流量

ダムが完成した後、思ったほど流量がダムが完成した後、思ったほど流量が
増えていると感じ増えていると感じらられない。れない。

正常流量

浸水被害が深刻なため、目崎町の狭あ
い区間の抜本的治水対策を望む。

個別箇所の
整備内容

治水

集約した意見テーマ分類
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5
●● これまでに頂いたご意見これまでに頂いたご意見

啓発活動

関係機関
との調整

水質をきれいにするのは人間である。水質をきれいにするのは人間である。
啓発、ＰＲが必要。啓発、ＰＲが必要。

芦田川の水は、支川の水芦田川の水は、支川の水の集合であの集合であ
り、り、支川を管理する県と連携して水質支川を管理する県と連携して水質
改善対策を実施すべき。改善対策を実施すべき。

水質の改善を強く望む。水質の改善を強く望む。水質保全
対策

水環境

集約した意見テーマ分類
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●●これまでに頂いたご意見これまでに頂いたご意見

中下流部のヤナギは、洪水中下流部のヤナギは、洪水に影響のないに影響のない

範囲で範囲で残してもらいたい。残してもらいたい。
河道内樹河道内樹

木の保全木の保全

水遊びや魚とりができる環境を望む。水遊びや魚とりができる環境を望む。河川空間河川空間
の利用の利用 散策やレクリエーションができる川を望む。散策やレクリエーションができる川を望む。

自然と共生する川づくりを望む。自然と共生する川づくりを望む。河川環境河川環境
のあり方のあり方

環境環境

集約した意見集約した意見テーマテーマ分類分類
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7総合的な河川整備

河川整備計画の設定事項

２．河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する事項２．河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する事項

３．河川環境の整備と保全に関する事項３．河川環境の整備と保全に関する事項

１．洪水等による災害の発生の防止又は軽減に関する事項１．洪水等による災害の発生の防止又は軽減に関する事項

治水 利水

環境

＋

河川整備計画は、河川整備基本方針
に基づき
今後概ね30年の河川整備の目標と
具体的な河川整備の内容
を明らかにするため、学識経験者や流
域住民の方々などの意見を反映させな
がら策定する計画です。
対象区間は、国の管理する区間（大臣
管理区間）です。
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